
冷たいドリンクが恋しい季節

・耐久性の高いステンレス
・柔らかくて安全なシリコン
・口当たりの良いガラス
・自然素材の竹　など 　
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最近は、百円均一のお店でも「繰り
返し使えるストロー」を見かける
ようになりました。折りたため

る？洗浄ブラシはついてる？長く使うためにも、よく
考えて選びましょう。シリコン製ストローには、開いて
洗えてブラシが不要の製品も ！

英語のStraw
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麦や葦の茎は空洞で、昔はストローとして使われてい
ました。そんな昔懐かしい大麦ストローなど、プラス
チック代替製品が載っている「プラスチック代替製品ガ
イドブック」を滋賀県では公開しています。製品選びの
ヒントとして、ぜひ活用してみてください。　
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湖神挑一 くん よりプロジェクトキャラクター

カフェやレストランで「ストローはいりません」
と言えばそれもプラチャレ！
直接コップから飲むのも良いけれど、
今こそ、洗って何度でも繰り返し使える
マイストローを持ち歩きましょう！

使い捨てのプラスチック製品は、一度の使用でごみと
なって捨てられる。ストローは、そのほんの一部だけれ
ど取り組むことで、少しずつでもごみを減らせるよ！

素材は様々

あなた好みはどれ？

7月
号

プラスチックごみ削減に
向けたチャレンジ（プラチャレ）を
この通信でお知らせしています。
ぜひ実践してみましょう！

７月のプラチャレテーマ

BBCニュース連携企画
○毎年７月１日の「びわ湖の日」
を基準日として、県内各地で清掃
活動が行われます。大津市木戸学
区の活動を取材しました。

○県が主催する環境美化活動も実施中です。
詳細は滋賀県ウェブサイト
「びわ湖を美しくする運動
 について」をご覧ください。

ニュース映像は
    こちらから びわ湖を美しくする運動について

びわ湖を美しくする運動びわ湖を美しくする運動



Ｒキッズが集まる夏休みがやってくるＲキッズが集まる夏休みがやってくる

「令和８年度滋賀県プラスチックごみ・食品ロス
削減優良取組表彰」の対象取組を募集中です。
この表彰は、プラスチックごみ・食品ロスの削減
に関して優れた取組を行った
個人・事業者・団体を
表彰するものです。

【募集締切】
令和８年７月21日（火）
午後5時まで

【詳細】
「滋賀県プラスチックごみ・食品ロス削減
優良取組表彰について」からご確認ください。

　しがローカルSDGs研究会では、毎年の夏休みに小
学生のプラスチックごみ（以下、プラごみ）研究会「Rキッ
ズ」と称する連続講座を開催している。
　受講生は毎年公募し、湖岸でのマイクロプラスチック
調査や、お店でのヒアリング調査、各種のワークショップ
を通して、プラごみ問題への理解を深め、探求心と協創
力を育てることを目的としている。

　2022年の活動の中で、「学校給食の牛乳パックから
ストローを無くしたい」という声がキッズたちから沸き
上がった。保護者も一緒にオンラインで集まり、「どうす
れば給食のストローを無くせるか？」意見を出し合った。
　学校給食で廃棄されるストローの数を調べたり、担任
の先生に提案したり、子どもたちは自分にできる身近な
アクションを起こしたが、大きな変化は起こせなかった。
すぐに結果を出すことは難しい。
　しかし、その時に話を聞いた先生
が、職員室で話題にしたかもしれな
い。そこからこの問題に興味を持った
先生が、他にもいたかもしれない。

キッズたちからの提案キッズたちからの提案

　だが、パックから直に飲むことに抵抗のある子どもも
いることから、「ストローレス紙パック」であってもスト
ローを配布している学校が多いようだ。 使い捨ての無駄
を減らす取り組みとして、マイストローやマイコップの持
参が、ひとつの有効な手段となり得るかもしれない。
　県内小中学校の児童・生徒数と教員数を合計すると
約123,860人。年間約185回の給食で全員がスト
ローを使うと2,290万本がごみになる。もし全員が使
い捨てストローをやめたなら、約13.7トン※１のプラご
みを減らせる計算になる。（※１：ストローの重さ 1本＝約0.6gで計算）
　小さくて軽いストロー。しかし、毎日の積み重ねは大
きい。資源の重要性が叫ばれる今、改めて自身の行動から
見直したい。
　さて、この夏のキッズ
からはどんな提案が飛
び出すのだろう。大人
が子どもから学ぶこと
は、意外に多いのだ。

　その後、全国的に「ストローレス紙パック」に移行する
学校が増えている。大津市の唐崎中学校では2023年
から生徒会がストロー廃止の運動を始めるなど、県内で
も少しずつ、その動きは広がっている。

動いたことは無駄にはならない動いたことは無駄にはならない

たかがストロー、されどストロー７月のコラム

県からのお知らせ

お店でヒアリングする Rキッズたち。

グリーン購入・エシカル消費・３Rの推進に市民活動として
20数年携わる。『協創力』と『うっかり力』を活かして、
「人と人、人と自然をつなぐ、つながりに自ら気づく人を
増やす」ことが自身の活動テーマ、活動スタイル。

（しがローカルSDGs研究会　事務局長）
執筆者 辻 博子
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